
本
書
は
、
近
現
代
神
話
学
史
の
成
立
と
展
開
を
歴
史
的
・
思
想
史
的
 
 

背
景
と
併
せ
て
描
く
試
み
で
あ
る
。
浮
善
世
蘭
れ
し
て
捉
え
ど
こ
ろ
の
 
 

な
い
も
の
に
も
見
え
る
「
神
話
学
」
の
実
態
は
余
り
一
般
に
は
知
ら
れ
 
 

て
い
な
い
し
、
一
般
的
に
歴
史
的
・
思
想
史
的
背
景
と
切
り
離
さ
れ
て
 
 

論
じ
ら
れ
が
ち
な
「
学
説
史
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
こ
う
し
た
背
景
の
 
 

な
か
に
位
置
づ
け
て
明
ら
か
に
す
る
試
み
は
少
な
い
。
そ
の
点
で
本
書
 
 

は
画
期
的
な
「
神
話
学
史
」
概
説
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
ほ
一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
神
話
学
と
宗
教
学
を
専
門
と
す
る
。
束
 
 

京
大
学
人
文
科
学
研
究
科
宗
教
学
宗
教
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
 
 

退
学
後
、
天
理
大
学
で
教
授
を
務
め
、
一
九
九
九
年
よ
り
和
光
大
学
教
 
 

授
と
し
て
神
話
学
を
講
じ
る
。
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
天
理
大
 
 

【
書
評
】
 
 

松
村
一
男
著
 
 
 

『
神
話
学
講
義
』
 
 
 

（
角
川
選
書
 
5
、
角
川
書
店
一
九
九
九
年
）
 
 

学
・
大
阪
大
学
・
筑
波
大
学
に
お
け
る
学
部
学
生
向
け
の
「
神
話
学
」
の
 
 

講
義
内
容
を
中
心
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
書
で
は
、
近
代
神
話
学
の
開
祖
た
る
マ
ッ
ク
ス
‥
、
、
エ
ラ
ー
か
ら
、
 
 

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
フ
レ
イ
ザ
ー
、
ジ
ョ
ル
ジ
土
二
ア
ユ
メ
ジ
ル
、
タ
ロ
ー
 
 

ド
●
レ
ヴ
ィ
‖
ス
ト
ロ
ー
ス
、
ミ
ル
チ
ァ
・
エ
リ
ア
ー
デ
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
 
 

キ
ャ
ン
ベ
ル
に
い
た
る
六
名
の
近
現
代
神
話
学
史
を
代
表
す
る
（
と
著
 
 

者
が
考
え
る
）
神
話
学
者
た
ち
の
学
説
が
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
社
 
 

会
的
思
想
史
的
背
景
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
。
比
較
文
化
研
究
同
様
に
、
 
 

神
話
学
も
宗
教
学
も
、
そ
の
成
立
過
程
か
ら
い
っ
て
根
本
的
に
「
比
較
」
 
 

の
手
法
を
重
視
す
る
分
野
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
思
想
性
・
政
治
性
と
 
 

深
い
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
芸
術
も
含
め
た
隣
接
諸
分
野
や
社
会
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へ
の
影
響
力
に
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
宗
教
学
と
 
 

神
話
学
の
接
点
か
ら
神
話
学
史
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
学
説
が
本
質
的
 
 

に
免
れ
え
な
い
時
代
的
制
約
と
思
想
性
と
政
治
性
の
あ
り
よ
う
が
的
確
 
 

に
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
比
敏
文
学
研
究
・
比
較
文
化
 
 

研
究
の
方
法
論
と
学
説
史
研
究
の
方
法
論
を
模
索
す
る
上
で
も
示
唆
的
 
 

で
あ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 
 

巻
末
に
は
あ
と
が
卓
の
ほ
か
、
邦
語
文
献
を
中
心
に
文
献
案
内
が
付
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

ま
え
が
き
 
 

第
一
章
 
 

第
二
章
 
 

第
三
章
 
 

第
四
章
 
 

第
五
章
 
 

第
六
章
 
 

第
七
章
 
 

第
八
章
 
 

第
九
章
 
 

神
話
学
説
史
の
試
み
 
 

十
九
世
紀
型
神
話
学
と
比
撃
言
語
学
 
 

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
比
敬
神
詩
学
の
誕
生
 
 

フ
レ
イ
ザ
ー
と
『
金
枝
篇
』
 
 

デ
ュ
メ
ジ
ル
と
「
新
比
較
神
話
学
」
 
 

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
と
「
神
話
の
構
造
」
 
 

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
と
「
神
話
論
」
 
 

エ
リ
ア
ー
デ
と
「
歴
史
の
恐
怖
」
 
 

キ
ャ
ン
ベ
ル
と
「
神
話
の
カ
」
 
 

ま
ず
、
本
書
の
概
略
を
示
そ
う
。
 
 
 

「
ま
え
が
卓
」
と
第
三
早
で
は
、
「
神
話
」
の
定
義
と
本
書
で
の
「
神
 
 

話
学
史
」
の
分
析
軸
が
提
示
さ
れ
る
。
 
 
 

神
話
学
は
、
神
話
を
研
究
の
対
象
と
す
る
隣
接
諸
科
学
と
の
密
接
な
 
 

関
係
の
中
に
育
っ
て
善
た
。
ま
た
、
神
話
観
は
、
神
話
研
究
者
の
間
だ
 
 

け
で
も
極
め
て
多
様
で
あ
る
。
昨
今
で
は
、
神
話
学
者
白
身
が
「
神
話
 
 

と
い
う
概
念
自
体
が
実
体
の
な
い
幻
想
で
あ
る
」
（
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
）
 
 

と
の
見
解
を
提
唱
す
る
事
例
も
あ
り
、
「
神
話
」
の
定
義
そ
の
も
の
が
困
 
 

難
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
て
著
者
が
仮
説
的
に
提
 
 

唱
す
る
「
神
話
」
の
定
義
と
は
、
「
個
人
で
は
な
く
集
団
が
神
聖
視
す
る
 
 

物
語
で
あ
り
、
作
者
は
問
題
と
な
ら
ず
、
成
立
し
た
年
代
は
不
明
ゆ
え
、
 
 

太
古
に
生
じ
た
と
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
。
 
 
 

本
書
の
叙
述
の
基
礎
的
な
枠
組
み
と
し
て
著
者
が
提
唱
す
る
仮
説
は
、
 
 

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
生
じ
た
「
世
俗
化
」
と
「
学
問
の
 
 

世
界
で
の
キ
リ
ス
ト
教
的
西
洋
の
絶
対
的
優
位
性
の
動
揺
」
が
神
話
学
 
 

に
も
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
近
現
代
の
神
話
 
 

学
説
は
「
十
九
世
紀
塑
神
話
学
」
と
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
に
二
分
 
 

し
て
論
じ
う
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
十
九
世
紀
塑
 
 

神
話
学
」
と
は
マ
ッ
ク
ス
‥
、
、
ユ
ラ
ー
や
フ
レ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
、
進
 
 

化
論
と
歴
史
主
義
に
依
拠
し
て
神
話
を
論
じ
、
神
話
を
過
去
の
遺
物
と
 
 

み
な
す
立
場
で
あ
る
。
一
方
で
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
と
は
、
レ
ヴ
 
 

イ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
、
エ
リ
ア
ー
デ
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
よ
う
な
、
構
造
主
 
 －108－   



義
的
あ
る
い
は
反
歴
史
主
義
的
な
見
地
か
ら
普
遍
的
な
心
の
メ
カ
ニ
ズ
 
 

ム
・
無
意
識
を
神
話
の
基
礎
に
想
定
す
る
立
場
で
あ
る
。
デ
ュ
メ
ジ
ル
 
 

は
両
者
の
過
渡
形
態
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
 
 
 

以
下
の
各
章
で
は
、
神
話
学
者
た
ち
の
学
説
が
「
十
九
世
紀
型
」
あ
 
 

る
い
は
「
二
十
世
紀
型
」
 
に
分
類
さ
れ
な
が
ら
、
歴
史
的
・
思
想
史
的
 
 

背
景
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
。
 
 
 

第
二
牽
か
ら
第
四
章
ま
で
は
「
十
九
世
紀
型
神
話
学
」
の
事
例
が
紹
 
 

介
さ
れ
る
。
 
 
 

第
二
章
で
扱
わ
れ
る
比
較
言
語
学
は
、
帝
国
主
義
の
時
代
を
背
景
と
 
 

し
て
発
達
し
た
分
野
で
、
方
法
論
に
は
歴
史
主
義
的
傾
向
を
強
く
、
「
十
 
 

九
世
紀
型
神
話
学
」
 
の
祖
塑
と
な
っ
た
。
比
較
言
語
学
で
は
、
ヨ
ー
ロ
 
 

ッ
パ
の
文
化
的
源
流
で
あ
る
「
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
」
の
起
源
 
 

が
言
語
の
比
較
研
究
を
通
し
て
探
究
さ
れ
た
。
そ
の
分
析
の
視
角
に
は
 
 

「
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
」
の
文
化
的
優
越
性
と
い
う
時
代
的
偏
見
 
 

が
如
実
に
表
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
な
人
種
差
別
思
想
に
も
 
 

大
童
な
影
響
を
与
え
た
。
 
 
 

第
三
章
で
は
、
近
現
代
神
話
学
の
創
始
者
、
マ
ッ
ク
ス
‥
、
、
エ
ラ
ー
 
 

の
 
「
自
然
神
話
学
」
と
そ
の
学
派
が
紹
介
さ
れ
る
。
比
較
言
語
学
の
手
 
 

法
と
進
化
論
に
影
響
を
受
け
た
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
「
天
上
の
自
然
現
象
に
対
 
 

す
る
原
始
人
類
の
驚
き
」
を
起
源
と
す
る
人
類
最
古
の
神
話
の
再
建
に
 
 

関
心
を
寄
せ
、
神
話
を
天
体
現
象
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
説
明
し
、
伝
 
 

説
・
民
話
を
神
話
の
堕
落
形
態
と
す
る
。
こ
の
立
場
は
、
古
代
ギ
リ
シ
 
 

ア
文
明
を
精
神
的
故
郷
と
す
る
十
九
世
紀
後
半
の
英
国
文
化
の
モ
ラ
ル
 
 

と
抵
触
す
る
神
話
伝
説
の
存
在
を
矛
盾
な
く
説
明
し
て
一
世
を
風
靡
し
 
 

た
が
、
ロ
マ
ン
主
義
を
背
景
と
し
た
民
族
文
化
発
見
の
潮
流
の
も
と
で
 
 

の
考
古
学
・
民
族
学
・
人
類
学
の
興
隆
と
と
も
に
説
得
力
を
失
う
。
 
 
 

第
四
葦
で
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
と
そ
の
学
派
が
紹
介
さ
れ
る
。
進
化
論
 
 

と
人
類
学
に
依
拠
す
る
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
人
間
の
進
化
の
過
程
を
呪
術
・
 
 

宗
教
・
科
学
の
三
段
階
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
そ
の
理
論
で
 
 

特
に
重
要
な
の
は
、
感
染
呪
術
理
論
を
論
じ
た
 
『
金
枝
篇
』
 
で
扱
わ
れ
 
 

た
「
王
殺
し
」
の
儀
礼
と
「
死
ん
で
廷
る
神
々
」
 
の
神
話
を
め
ぐ
る
議
 
 

論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
王
権
の
死
と
再
生
を
意
味
す
る
「
王
殺
し
」
 
の
 
 

儀
礼
は
文
化
の
古
層
を
な
す
「
呪
術
」
段
階
に
普
遍
的
に
存
在
し
、
自
 
 

然
の
死
と
再
生
と
結
び
つ
く
「
死
ん
で
廷
る
神
々
」
 
の
神
話
か
ら
説
明
 
 

可
能
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ザ
ー
は
こ
の
見
地
か
ら
 
 

「
死
ん
で
廷
る
神
々
」
の
神
話
の
比
較
研
究
を
行
い
、
現
代
の
「
支
配
的
 
 

な
宗
教
」
た
る
キ
リ
ス
ト
教
の
古
層
に
も
介
在
す
る
「
呪
術
」
段
階
の
 
 

神
話
を
示
唆
し
て
、
芸
術
に
も
多
大
な
霊
感
を
与
え
た
。
 
 
 

第
五
章
で
は
、
「
十
九
世
紀
型
神
話
学
」
か
ら
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
 
 

の
過
渡
形
態
に
あ
る
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
説
か
紹
介
さ
れ
る
。
デ
ュ
メ
ジ
ル
 
 

は
構
造
言
語
学
と
フ
ラ
ン
ス
社
会
人
類
学
に
依
拠
し
て
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
 
 

ロ
ッ
パ
語
族
の
神
話
の
比
較
研
究
を
行
い
、
理
想
化
さ
れ
た
社
会
シ
ス
 
 

テ
ム
な
い
し
は
理
想
化
さ
れ
た
社
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
反
映
と
し
て
解
 
 

釈
さ
れ
う
る
体
系
を
神
話
が
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
被
が
具
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体
的
に
指
摘
し
た
も
の
は
、
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
社
会
階
層
・
 
 

神
話
・
儀
礼
に
関
す
る
世
界
観
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
「
祭
司
・
戟
士
・
 
 

牧
畜
農
耕
者
」
の
役
割
分
担
（
「
三
機
能
体
系
」
説
）
と
い
う
現
象
で
あ
 
 

る
。
彼
の
理
論
は
、
過
去
の
遺
産
と
し
て
神
話
を
捉
え
る
点
が
「
十
九
 
 

世
紀
的
」
だ
が
、
社
会
シ
ス
テ
ム
な
い
し
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
着
眼
し
 
 

た
点
で
「
二
十
世
紀
的
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

第
六
章
以
降
で
は
、
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
 
の
例
が
扱
わ
れ
る
。
 
 
 

第
六
章
・
第
七
章
で
紹
介
さ
れ
る
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
も
、
構
造
 
 

言
語
学
と
人
類
学
に
依
拠
し
て
「
無
意
識
の
体
系
」
の
解
明
を
は
か
り
、
 
 

主
に
南
北
ア
メ
リ
カ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
無
文
字
社
会
の
神
話
の
比
較
研
 
 

究
を
行
っ
た
。
多
様
な
神
話
の
間
に
は
、
矛
盾
と
対
立
を
は
ら
む
多
様
 
 

な
構
成
要
素
が
存
在
す
る
が
、
彼
は
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
分
析
を
通
 
 

し
て
、
一
見
無
関
係
で
非
論
理
的
に
見
え
る
神
話
の
構
造
に
も
明
確
な
 
 

論
理
体
系
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
の
理
論
で
は
、
具
 
 

体
的
な
事
物
そ
の
も
の
の
体
験
に
生
の
意
義
を
見
出
す
「
神
話
中
心
社
 
 

会
」
 
の
生
気
あ
ふ
れ
る
論
理
性
が
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
神
話
を
生
み
 
 

出
す
理
性
的
論
理
的
な
思
惟
で
は
分
析
不
可
能
な
側
面
に
生
じ
る
「
感
 
 

情
の
解
放
」
 
の
要
素
を
担
う
も
の
と
し
て
、
儀
礼
も
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

第
八
章
で
扱
わ
れ
る
宗
教
学
者
エ
リ
ア
ー
デ
の
理
論
に
は
、
そ
の
祖
 
 

国
ル
ー
マ
ニ
ア
の
激
動
の
歴
史
の
影
響
が
色
濃
い
。
ま
た
、
彼
の
議
論
 
 

の
背
景
に
は
、
世
界
の
始
源
か
ら
終
末
と
救
済
へ
直
線
的
に
向
か
う
世
 
 

界
像
を
も
つ
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
的
な
宗
教
観
へ
の
反
掻
と
、
周
期
 
 

的
に
行
わ
れ
宗
教
的
な
生
の
空
間
を
不
断
に
再
生
す
る
機
能
を
も
つ
神
 
 

話
に
由
来
す
る
儀
礼
を
背
景
に
し
た
非
歴
史
的
で
循
環
的
な
世
界
像
を
 
 

も
つ
「
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
」
宗
教
へ
の
共
感
が
あ
る
。
「
人
間
は
本
質
的
 
 

に
聖
な
る
も
の
を
志
向
す
る
宗
教
的
な
存
在
で
あ
る
」
と
し
て
世
界
各
 
 

地
の
神
話
を
幅
広
く
比
較
検
討
し
た
彼
の
理
論
で
の
「
神
話
」
と
は
、
歴
 
 

史
的
な
現
実
の
中
に
生
垂
る
限
り
人
間
存
在
が
免
れ
得
な
い
不
安
（
「
歴
 
 

史
へ
の
恐
怖
」
）
を
解
消
し
、
人
間
存
在
を
「
宗
教
的
」
な
空
間
の
中
に
 
 

位
置
づ
け
て
時
間
的
・
空
間
的
な
存
在
意
義
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
起
源
神
話
を
重
視
す
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
神
話
 
 

を
過
去
の
遺
産
と
し
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
が
ら
、
神
話
の
 
 

存
在
意
義
を
生
の
意
義
と
結
び
つ
け
て
論
じ
て
お
り
、
世
俗
化
さ
れ
た
 
 

現
代
で
は
人
々
の
精
神
の
支
柱
た
る
芸
術
や
教
育
と
い
っ
た
も
の
が
「
神
 
 

話
と
神
話
に
基
づ
く
儀
礼
」
 
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
指
摘
し
、
神
話
 
 

を
「
古
代
」
特
有
の
も
の
で
は
な
い
と
論
じ
る
。
こ
の
点
が
、
エ
リ
ア
ー
 
 

デ
理
論
の
斬
新
さ
で
も
あ
る
。
 
 
 

第
九
章
で
扱
わ
れ
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
理
論
は
、
以
上
の
研
究
者
の
理
 
 

論
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
通
俗
的
で
あ
る
。
彼
は
世
界
中
の
神
話
の
比
 
 

較
研
究
に
基
づ
い
て
、
「
生
き
る
力
を
与
え
る
」
英
雄
神
話
の
重
要
性
を
 
 

強
調
し
っ
つ
精
神
分
析
理
論
と
壮
大
な
文
明
史
観
の
視
点
に
立
っ
て
神
 
 

話
を
論
じ
、
様
々
な
神
話
の
中
に
は
同
一
の
英
雄
神
話
的
原
型
で
あ
る
 
 

「
原
質
神
話
」
が
存
在
す
る
、
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
壮
大
な
神
話
像
 
 

に
影
響
を
受
け
る
芸
術
家
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
理
論
は
極
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め
て
窓
意
的
な
神
話
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
反
証
可
能
 
 

性
を
備
え
た
「
正
統
的
な
神
話
学
の
成
果
」
と
は
い
い
が
た
い
側
面
を
 
 

も
つ
。
ま
た
、
北
米
先
住
民
の
伝
説
や
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
へ
の
関
心
、
「
神
 
 

話
的
テ
ク
ス
ト
作
家
」
ジ
ェ
イ
ム
ズ
∴
ソ
ヨ
イ
ス
に
対
す
る
賛
美
、
英
 
 

雄
神
話
の
重
視
と
理
想
主
義
的
な
神
話
解
釈
の
背
景
に
あ
る
「
ア
メ
リ
 
 

カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
 
へ
の
素
朴
な
礼
賛
と
い
っ
た
側
面
に
は
、
彼
の
「
ア
 
 

イ
ル
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
明
白
 
 

に
表
れ
て
お
り
、
時
と
し
て
そ
の
理
論
を
皮
相
な
も
の
に
見
せ
る
。
 
 
 

「
お
わ
り
に
」
で
は
総
括
と
展
望
が
行
わ
れ
る
。
 
 
 

本
書
で
検
討
さ
れ
た
神
話
学
者
た
ち
の
問
題
関
心
は
一
貫
し
て
神
話
 
 

の
基
本
的
構
造
の
解
明
に
あ
る
が
、
神
話
理
論
形
成
の
際
に
採
用
さ
れ
 
 

た
分
析
軸
は
、
「
進
化
論
と
歴
史
主
義
」
か
ら
「
構
造
主
義
と
無
意
識
」
 
 

へ
移
行
し
た
。
ま
た
、
「
西
洋
近
代
人
」
で
あ
る
こ
れ
ら
の
研
究
者
た
ち
 
 

の
 
「
神
話
」
 
へ
の
関
心
は
、
彼
ら
自
身
が
属
す
る
西
洋
文
化
そ
の
も
の
 
 

の
位
置
づ
け
に
対
す
る
関
心
で
も
あ
っ
た
。
帝
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
 
 

の
も
と
に
育
っ
た
「
十
九
世
紀
型
神
話
学
」
の
あ
る
も
の
は
「
神
話
的
 
 

世
界
」
と
し
て
の
 
「
未
開
社
会
」
を
蒐
服
さ
れ
る
ペ
き
過
去
の
形
態
と
 
 

し
て
位
置
づ
け
、
高
度
に
文
明
化
さ
れ
た
西
洋
近
代
世
界
を
優
位
に
お
 
 

く
。
ま
た
、
西
洋
近
代
を
批
判
す
る
傾
向
の
強
い
「
二
十
世
紀
的
神
話
 
 

学
」
 
で
は
イ
ン
ド
・
北
米
先
住
民
な
ど
、
西
洋
近
代
と
は
異
な
る
伝
統
 
 

を
持
つ
地
域
に
理
想
的
モ
デ
ル
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
近
現
代
神
話
 
 

学
理
論
の
特
徴
を
な
す
論
法
と
は
、
西
洋
近
代
人
か
ら
見
た
「
他
者
」
と
 
 

の
遭
遇
、
つ
ま
り
「
西
弾
近
代
と
し
て
の
『
我
』
」
対
「
神
話
的
世
界
と
 
 

し
て
の
『
汝
』
」
の
二
分
法
に
依
拠
し
て
い
る
、
と
も
結
論
で
巷
る
の
だ
。
 
 

近
現
代
神
話
学
史
の
展
開
を
思
想
史
的
・
社
会
的
背
景
と
無
縁
で
な
 
 

い
も
の
と
し
て
浮
き
彫
り
に
す
る
本
書
の
試
み
．
は
、
い
か
な
る
学
説
も
 
 

ま
た
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
強
く
読
者
に
印
象
づ
け
る
。
各
章
で
 
 

扱
わ
れ
た
神
話
学
者
の
紹
介
も
簡
潔
か
つ
的
確
だ
。
十
九
世
紀
末
か
ら
 
 

二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
「
歴
史
主
義
と
進
化
論
か
ら
精
神
分
析
理
論
 
 

と
構
造
主
義
へ
」
と
い
う
研
究
上
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
生
じ
た
と
い
 
 

う
指
摘
に
も
、
神
話
学
が
文
化
的
起
源
探
究
に
か
か
わ
る
学
問
で
あ
る
 
 

と
い
う
指
摘
に
も
、
異
論
は
な
い
。
特
に
、
近
現
代
神
話
学
の
主
な
担
 
 

い
手
が
西
洋
人
で
あ
る
た
め
、
近
現
代
神
話
学
理
論
の
特
徴
を
な
す
論
 
 

法
は
「
西
洋
近
代
人
」
 
に
と
っ
て
の
ル
ー
ツ
の
探
究
と
な
っ
た
と
い
う
 
 

指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
近
現
代
神
話
学
史
を
語
る
際
に
本
書
で
採
用
さ
れ
た
分
析
 
 

軸
・
分
析
対
象
の
設
定
や
、
二
項
対
立
的
構
図
を
強
調
し
た
結
論
部
分
、
 
 

さ
ら
に
神
話
学
の
社
会
的
文
化
的
な
存
在
意
義
に
関
す
る
論
考
に
つ
い
 
 

て
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
残
る
。
 
 
 

ま
ず
、
神
話
学
史
を
語
る
際
に
本
書
で
採
用
さ
れ
た
「
十
九
世
紀
型
 
 

神
話
学
」
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
の
分
析
概
 
 

念
は
、
事
例
か
ら
導
さ
出
さ
れ
る
傾
向
の
分
類
結
果
と
い
え
る
も
の
で
 
 

も
あ
り
、
神
話
学
史
の
見
取
り
図
と
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
仮
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説
的
な
枠
組
み
で
し
か
な
い
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
分
析
概
念
が
「
仮
説
」
 
 

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
た
か
 
 

も
歴
史
上
の
実
体
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
よ
う
 
 

に
思
わ
れ
る
叙
述
も
章
を
追
う
ご
と
に
散
見
さ
れ
る
。
 
 
 

本
書
で
は
、
近
現
代
神
話
学
史
が
「
十
九
世
紀
型
神
話
学
」
「
二
十
世
 
 

紀
塑
神
話
学
」
の
二
項
対
立
の
構
図
の
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
 
 

の
構
図
は
神
話
学
史
巷
論
じ
る
際
に
は
ど
れ
ほ
ど
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

神
話
学
は
本
質
的
に
「
複
数
の
文
化
の
比
戟
」
と
い
う
問
題
意
識
を
も
 
 

っ
て
い
る
が
、
神
話
研
究
の
際
の
 
「
比
較
」
と
は
、
二
項
対
立
的
な
構
 
 

図
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
神
話
 
 

学
史
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
説
が
周
辺
諸
科
学
に
与
え
た
豊
餞
な
影
 
 

響
力
や
、
研
究
者
の
か
か
え
た
切
実
な
問
題
関
心
と
い
っ
た
問
題
は
、
二
 
 

項
対
立
的
な
分
析
劫
に
収
ま
り
卓
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
で
提
示
さ
 
 

れ
た
仮
説
的
な
構
図
は
学
説
史
の
鳥
撤
図
を
措
く
上
で
は
有
用
だ
が
、
そ
 
 

れ
ら
の
受
当
性
は
包
括
的
に
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
二
 
 

項
対
立
に
依
拠
し
な
い
視
点
か
ら
の
神
話
学
史
の
叙
述
も
可
能
で
あ
ろ
 
 

・
つ
。
 
 
 

ま
た
、
神
話
学
史
の
展
開
が
神
話
学
の
姉
妹
学
問
た
る
宗
教
学
・
宗
 
 

教
史
学
の
展
開
と
も
明
確
に
比
戟
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
「
十
 
 

九
世
紀
型
神
話
学
」
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
の
二
項
対
立
の
構
図
も
よ
 
 

り
説
得
的
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
本
書
で
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
 
 

紀
初
頭
に
か
け
て
生
じ
た
「
世
俗
化
」
「
西
洋
中
心
主
義
の
動
揺
」
が
、
 
 

「
神
話
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」
仮
説
の
背
景
と
し
て
無
前
提
に
指
 
 

摘
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
世
俗
化
」
「
西
洋
中
心
主
義
の
動
揺
」
こ
そ
、
神
 
 

話
学
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」
と
同
時
期
に
神
学
か
ら
独
立
し
た
 
 

学
問
で
あ
る
「
比
較
宗
教
c
O
ヨ
p
a
邑
i
く
e
邑
i
g
i
O
n
」
．
‖
＝
宗
教
学
・
宗
教
史
 
 

学
を
生
ん
だ
背
景
で
あ
る
、
と
い
う
点
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
 
 

で
は
、
著
者
は
宗
教
学
・
宗
教
史
学
史
の
展
開
を
念
頭
に
置
い
て
神
話
 
 

学
史
を
論
じ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
 
 

宗
教
学
・
宗
教
史
学
に
影
響
を
与
え
た
 
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」
が
 
 

神
話
学
に
影
響
を
与
え
た
そ
れ
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
今
後
検
 
 

討
が
必
要
に
な
ろ
う
。
 
 
 

本
書
で
は
、
神
話
学
の
も
つ
思
想
性
、
政
治
性
、
そ
し
て
歴
史
と
の
 
 

関
係
を
め
ぐ
る
問
題
が
折
り
に
触
れ
て
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
間
題
提
起
 
 

は
真
剣
に
受
け
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
題
は
本
 
 

書
で
は
詳
論
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
い
 
 

く
つ
か
論
じ
て
お
き
た
い
。
 
 
 

神
話
学
は
文
化
的
起
源
探
究
の
問
題
に
も
か
か
わ
る
領
域
で
あ
る
が
 
 

ゆ
え
に
、
歴
史
性
と
は
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
歴
史
主
義
と
進
化
論
 
 

に
依
拠
す
る
「
十
九
世
紀
型
神
話
学
」
も
、
「
無
時
間
性
・
無
意
識
」
を
 
 

重
視
し
て
近
代
的
宗
教
性
を
批
判
す
る
「
二
十
世
紀
型
神
話
学
」
も
同
 
 

様
で
あ
る
。
ま
た
、
神
話
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
自
ら
の
属
す
る
文
化
 
 

の
起
源
と
し
て
の
 
「
古
代
」
や
「
宗
教
的
伝
統
」
と
い
っ
た
事
象
に
対
 
 

す
る
視
角
が
歴
史
性
の
刻
印
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
痛
切
に
意
識
し
た
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り
す
る
事
態
や
、
文
化
的
始
源
た
る
「
舌
代
」
や
「
宗
教
的
伝
統
」
が
 
 

時
と
し
て
「
他
者
」
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
未
開
」
や
「
異
境
」
に
共
通
 
 

す
る
な
に
や
ら
見
知
ら
な
い
姿
を
と
っ
て
現
れ
る
場
面
に
直
面
す
る
と
 
 

い
う
事
態
は
、
恐
ら
く
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
 
 

化
的
始
源
の
像
が
理
想
化
さ
れ
た
過
去
や
異
境
、
あ
る
い
は
文
化
的
伝
 
 

統
と
し
て
「
神
話
学
」
 
の
名
の
下
に
語
ら
れ
て
文
化
に
多
大
な
影
響
を
 
 

与
え
た
り
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
り
す
る
事
例
は
、
決
し
て
特
異
な
 
 

も
の
で
は
な
い
し
、
近
現
代
神
話
学
史
に
限
ら
ず
、
「
比
較
」
を
方
法
論
 
 

と
す
る
研
究
成
果
が
利
用
さ
れ
る
際
に
は
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
 
 

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、
研
究
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
 
 

て
、
神
話
学
の
か
も
し
だ
す
思
想
性
と
政
治
性
と
歴
史
性
の
密
接
な
関
 
 

係
の
か
も
し
だ
す
問
題
に
対
応
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
た
と
 
 

え
ば
、
本
書
で
あ
げ
ら
れ
た
研
究
者
た
ち
が
直
面
す
る
「
キ
リ
ス
ト
教
 
 

以
前
の
世
界
」
と
彼
ら
の
思
考
方
法
に
根
本
的
な
影
響
を
与
え
た
「
支
 
 

配
的
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
」
と
の
相
克
の
場
合
の
よ
う
に
、
 
 

す
で
に
社
会
的
権
威
と
な
っ
た
宗
教
と
、
民
俗
宗
教
的
伝
統
、
そ
し
て
 
 

研
究
対
象
と
し
て
の
神
話
に
対
す
る
距
離
感
が
学
説
の
形
成
と
そ
の
援
 
 

用
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
場
合
に
は
。
神
話
学
の
も
つ
歴
史
性
と
い
 
 

う
側
面
は
、
二
項
対
立
の
構
図
を
超
え
た
近
現
代
神
話
学
史
を
語
る
試
 
 

み
を
示
唆
す
る
。
 
 
 

神
話
学
が
本
質
的
に
免
れ
得
な
い
思
想
性
と
政
治
性
の
か
も
し
だ
す
 
 

問
題
は
、
本
書
で
扱
わ
れ
る
神
話
学
者
の
人
選
に
も
窺
え
る
。
「
正
統
的
 
 

な
」
神
話
学
者
の
紹
介
が
概
説
の
役
割
な
ら
ば
、
他
に
も
紹
介
す
べ
き
 
 

人
物
は
少
な
く
な
い
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
他
の
五
名
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
 
 

た
ち
と
比
べ
る
と
明
ら
か
に
通
俗
的
な
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
紹
介
さ
れ
て
い
 
 

て
、
痛
烈
な
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

キ
ャ
ン
ベ
ル
理
論
に
対
す
る
著
者
の
批
判
は
、
単
に
彼
の
理
論
の
粗
 
 

雑
さ
や
窓
意
性
に
だ
け
で
は
な
く
、
楽
天
的
な
ま
で
の
信
念
の
表
白
や
、
 
 

「
預
言
者
的
に
神
話
を
語
る
た
め
に
、
読
者
に
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
を
 
 

要
請
す
る
宗
教
に
近
い
も
の
と
化
す
」
よ
う
な
思
想
性
の
強
さ
や
ア
メ
 
 

リ
カ
文
化
帝
国
主
義
的
な
政
治
性
の
強
さ
に
も
及
ぶ
。
こ
の
批
判
は
神
 
 

話
挙
が
本
質
的
に
思
想
性
・
政
治
性
を
免
れ
得
な
い
分
野
で
あ
る
と
い
 
 

う
根
本
的
な
問
題
に
つ
な
が
る
。
神
話
学
の
よ
う
な
領
域
は
一
見
政
治
 
 

性
と
は
嫁
が
薄
そ
う
だ
が
、
集
団
と
個
人
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
 
 

ぐ
る
問
題
を
扱
う
が
ゆ
え
に
、
実
は
、
研
究
者
の
精
神
的
背
景
が
研
究
 
 

成
果
に
反
映
さ
れ
や
す
く
、
本
質
的
に
思
想
性
・
政
治
性
を
強
く
帯
び
 
 

や
す
い
。
特
定
の
立
場
の
利
害
の
た
め
で
は
な
く
、
中
立
的
か
つ
公
正
 
 

に
な
さ
れ
た
は
ず
の
研
究
で
も
、
成
果
が
受
け
手
に
「
生
き
る
意
義
」
を
 
 

示
唆
し
た
り
、
社
会
や
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
り
、
「
ほ
と
ん
ど
 
 

宗
教
に
近
い
も
の
」
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
神
話
 
 

学
の
今
日
的
な
課
題
が
研
究
者
の
切
実
な
問
題
意
識
に
発
す
る
 
「
生
の
 
 

意
義
」
と
神
話
の
関
係
の
探
究
に
あ
る
だ
け
に
、
研
究
成
果
の
社
会
的
 
 

文
化
的
な
存
在
意
義
に
対
す
る
研
究
者
白
身
の
姿
勢
や
発
言
の
あ
り
か
 
 

た
は
神
話
学
研
究
者
に
と
っ
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
課
題
と
な
る
。
キ
ャ
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ン
ベ
ル
理
論
の
よ
う
な
い
か
が
わ
し
さ
を
秘
め
た
理
論
と
「
預
言
者
」
的
 
 

な
研
究
姿
勢
に
対
す
る
著
者
の
痛
烈
な
批
判
は
、
こ
う
し
た
背
景
に
由
 
 

来
す
る
。
し
か
し
、
思
想
性
・
政
治
性
と
学
問
の
関
係
の
あ
り
か
た
と
 
 

は
、
神
話
学
に
限
ら
ず
様
々
な
文
化
研
究
に
と
っ
て
の
永
遠
の
課
題
で
 
 

も
あ
る
。
 
 
 

学
説
史
を
思
想
史
的
系
譜
と
あ
わ
せ
て
論
じ
る
本
書
の
手
法
は
、
一
 
 

見
浮
き
世
離
れ
し
た
学
問
分
野
に
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
社
会
的
文
化
的
 
 

な
存
在
意
義
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
手
法
は
神
話
学
や
 
 

宗
教
学
に
限
ら
ず
、
比
較
文
化
研
究
に
と
っ
て
も
示
唆
的
で
あ
り
、
文
 
 

化
に
関
す
る
基
礎
研
究
の
社
会
的
文
化
的
な
存
在
意
義
の
あ
り
よ
う
の
 
 

再
検
討
を
建
設
的
に
進
め
う
る
よ
う
な
一
つ
の
方
向
を
指
し
示
す
。
本
 
 

書
の
こ
う
し
た
問
題
提
起
は
高
く
評
価
さ
れ
る
ペ
き
だ
が
、
本
書
で
の
 
 

著
者
は
、
神
話
学
の
社
会
的
文
化
的
な
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
詳
論
せ
 
 

ず
、
事
例
を
あ
げ
る
に
留
め
て
お
り
、
こ
の
側
面
の
抱
え
る
問
題
の
大
 
 

き
さ
と
複
雑
さ
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
読
者
に
明
確
に
提
示
し
て
い
 
 

な
い
。
さ
ら
に
、
あ
と
か
き
に
は
 
「
神
話
学
は
不
必
要
な
学
問
か
も
知
 
 

れ
な
い
が
」
と
い
う
述
懐
も
見
え
る
。
著
者
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
現
 
 

在
の
日
本
で
文
化
に
関
す
る
基
礎
研
究
が
置
か
れ
た
困
難
な
立
場
を
如
 
 

実
に
映
し
出
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
の
手
法
に
は
か
ら
ず
 
 

も
表
れ
て
い
る
「
浮
さ
世
離
れ
し
た
学
問
」
の
存
在
意
義
を
ア
ク
チ
ュ
 
 

ア
ル
に
描
き
出
す
姿
勢
が
よ
り
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、
本
書
 
 

の
画
期
的
な
性
質
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と
な
り
、
文
化
に
関
す
る
基
 
 

礎
研
究
を
「
浮
き
世
離
れ
し
て
い
て
不
必
要
で
あ
る
」
と
み
な
す
立
場
 
 

に
再
考
を
せ
ま
る
も
の
と
な
り
え
た
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
 
 

手
法
に
よ
る
学
説
史
の
再
検
討
が
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
な
さ
れ
て
 
 

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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